
漫画で見る生体工学研究室（オープンキャンパス編）

岩手大学には

“航空”

を学べるコースが

あるんだ

大学で

何を学ぼう

飛行機、

エンジン、

宇宙……

うん、

そうだね

やっぱり、

かっこいいな



うわっ！

空気の

流れが

見える！

目には

見えない現象を

実験や計算で

明らかにして

いくんです

やっぱり

航空って

面白い！
すごいね



いやぁ、

面白かったな

うん、

すごかったね

ん？

もうひとつ？

航空の

研究室が

まだあるの

かな？

ちょっと

見てみようか？

うん……



失礼しまーす

……

ようこそ、

生体工学

研究室へ！

ま、まぶしい……！

ここも

航空の研究室

なんですか？

いえ、私たちが

研究している

のは――

そっちの

『こうくう』!?



例えば、

毎日当たり前に

している『食べる』

という動作

普段、何
も考えず
にやって
ます

でも実は
嚥下は、

自分の意思で

行う運動と

反射運動が連携

した精密な

身体運動

なんです

そんなに

複雑なんだ

……



補足：嚥下機能が低下し、誤嚥性肺炎や窒息で死亡する人は年間6万人を超えています。

そして、

口や喉の中には、

まだ分かって

いないことが

たくさんあります

食べる機能が

低下すると、

誤嚥性肺炎や窒息など

命に関わることも

あります

食べることが……

命に？

だから私たちは、

『食べる』
を工学で解明し、

支えようとしています



これは？
筋電センサ
きんでん

筋肉が

活動すると、

微弱な電気信号

が出ます

へえ～！

電気……？ 私たちは、これを

『筋肉の声』
だと考えています

筋肉の……

声？



大学病院・
医療機器メーカー
との共同研究

特許取得／学会賞
受賞／科研費採択

筋肉の声に

耳を傾けて、

そこに含まれる

情報を紐解く

そうすると、

外から直接見る

ことのできない

嚥下の状態が

見えてきます

見えない

ものを

見る……

将来は

病院だけでなく、

介護施設や自宅

でも嚥下機能を

調べられるよう

にしたい

そんな検査装置が

家で使えるように

なるんですか？

それが

私たちの

目標



食べるために

必要なのは、

運動だけじゃ

ありません

？

目が見えにくく

なったら？

メガネ

耳が

聞こえにくく

なったら？

補聴器

じゃあ、

『舌や口の感覚』
が低下したら？

…………

何を使うん

ですか？

実は、

ほとんど

ないんです

え？



だから、

私たちが

作ろうとして

いるんです！

使うのは

『ノイズ』

ノイズ!?

普通、

邪魔なもの

ですよね？

雑音って

ことですか
……？

えっ？

普通は

そう思うよね。

でも、弱いノイズが

感覚を助けることが

あるんです



体に

弱いノイズを

加えることで

かえって感覚が

高まることが

あります

えっ？ 不思議…

体にそんな

不思議な現象

が起こるんだ
……

この現象を

利用して、

舌や口の感覚

を支援する

将来は――

安全に食事を

するための

支援装置？

そういう

未来を

描いてます すごい……



……あれ？

頭に

センサが

いっぱい

これは

脳波計

今度は

脳!?

脳の活動から、

舌の運動を読み取り、

リハビリを支援する

ブレイン・マシン・

インタフェース

（BMI）の研究にも

挑戦しています！

舌が思い通りに

動かないと、好きな物を

食べたり、大切な人と

会話したりすることも

難しくなるでしょ？

だから舌のリハビリが

重要なの

筋肉……

脳……

口の中って、

思ってたより

ずっと深い

……



空を飛ぶ

“航空”も

口の中の

“口腔”も

……

どちらも

人の生活を

支える研究

なんですね

そう。

実は、二つの

“こうくう”

には共通点も

あるんです

航空では、

目に見えない

空気の流れを捉え

て、その仕組みを

解き明かす

そして、その探究は

「宇宙」という未知

の世界にも広がって

いる

口や喉の中

にも外からは

見えない食べ物や

飲み物、空気の

流れがある

しかも、その流れを

生み出すために、脳や

神経、筋肉、感覚が

複雑に関わっていて、

未解明のことが

多いんです

航空だけじゃなくて、

口の中にも宇宙が

広がっているみたい

まだ分かって
いないことが、
そんなにある
んだ……

それを研究

するって……

大変そう



でも……

皆さん、

なぜこんな研究を

しているんですか？
面白いから

まだ誰も分かっていない

身体の仕組みを

明らかにする

えっ？

世の中にない技術を

自分たちで作る

そして、

本当に必要としている人

のところまで届ける

研究から社会実装までできる

それが生体工学の面白さなんです

研究したものが

本当に人の役に立つ……



医療や福祉に関わるのは、

医師や看護師、介護職

だけじゃない

工学にも、

人の命や生活を支える

方法があります

ほら、みんな

輝いてるでしょう？

確かに！

皆さんと一緒に

研究ができる日を

楽しみにしています

はい！



今日は、

もう一つの

“こうくう”を

知れてよかった

です（笑）
ありがとう

ございました

べ、別室……？



牛!?

うわっ！

牛まで!?

えっ!?

ごめん、

ごめん！
こっちは

牛の研究 人だけじゃなく

動物にも優しい

社会を目指す

“スマート畜産”

の研究もして

いるんだよ

生体工学って……

どこまで広いの……

まさに、

宇宙……？
まだまだ

あるよ



アイデアの数だけ、研究がある。
研究の数だけ、社会を変えることができる。

この漫画は、企画・構成・内容監修を本研究室で行い、画像制作に生成AI（ChatGPT）を使用しました。

健康・医療・福祉を支える生体工学研究室
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